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日本の主として産業革命時の銅製錬が自然環境及び社会にもたらした影響
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ために、鉱山側はいくつかの工事を行い、下流の農
民に対しては、土地改良その他で若干の農業投資を
する」という示談契約が成立した（宇井,1971）。製
錬所は、出川と渡良瀬川の合流部のやや上流部に
あった。（表－５）によると、一部の支流の下流部を
除いて、製錬所より下流部では銅の濃度が高く、1968
年の水質基準をほとんどのところで超えていた。各
測定地点間の値に違いがあるが、同一測定点でも測
定値に幅がある。これは試料の採取日に対応する。
（半谷，1991）は渡良瀬川の水質の時間的変化を示
し、降雨時に銅の含有量が平常時の10倍以上になる
例をあげている。一般に環境破壊の特徴は、降雨時
のような特別の気象条件のときに顕著に現れる。こ
のため水質基準値を平均値で示すことには問題があ
る。
⑤法律、政治関係
明治政府は、政府による鉱物所有と鉱業経営を明
確にするために、1872年、太政官布告第100号で「鉱
山心得」を制定した。これをさらに明文化し、法制
化した「日本抗法」という立法を翌年発布した。こ
の「日本抗法」は「鉱山心得」の「鉱山国家独占主
義」を継承し、鉱物は、すべて政府の所有に帰し、
政府のみが採掘する権利を有するとされた。このよ
うな「鉱業国家独占主義」は、民間活力の導入を阻
止し、鉱業の発達を阻害することになる。「日本抗法」
は1890年に廃止され、「鉱業条例」がこれに代わった。
この「鉱業条例」は、鉱業権者の地位を保護し鉱業
権を私権として安定させ鉱業の自由営業による発展
を主目的とするものである。「鉱業条例」の59条には、
必要に応じて「予防命令」または「停止命令」が出
せる措置を規定した。1905年、「鉱業条例」を全文改
正して（旧）「鉱業法」を制定した。先進諸国に追い
つくための鉱業の保護育成という明治政府の政策に
則ったものが「鉱業条例」であったため、土地所有
者や鉱害を受ける地表権者には十分な配慮がなされ
なかった。（旧）「鉱業法」の中に「無過失責任主義」
が導入された。しかし、（旧）「鉱業法」は大綱にお
いて「鉱業条例」と大差なく、鉱山労働問題（鉱山
事故）においても、（旧）「鉱業法」は十分な対応を
しなかった（斉藤,1991）。
政府は古河に鉱害対策のために、次のように五回
の予防工事命令を発令した（日本経営史研究所，
1976）。1896（明治29）年12月、政府は古河市兵衛に
対し第１回の予防工事命令を発令した。その中で、
粉鉱、汚泥の除去、可溶性銅鉄塩類等の除去のため
の適切な方法を設けて、からみ、捨石等を安全な地
に堆積させるようにという内容であった。
第１回の予防工事命令は古河に温情的であるとい
う非難が、田中正造らによって強く主張された（日
本経営史研究所,1976）。世論の関心の高まりに対し
て、政府は1897（明治30）年３月に、内閣に足尾銅
山鉱毒調査会を設けた。当初、農商務省は鉱業停止
の方針を決めていたという。やがて、改善の余地が
あるという調査会の中の意見が支持を多く得て、鉱
山を生かすことに決まった。政府は調査会の決定を
受けて、1897（明治30）年５月13日古河市兵衛に第
２回の予防工事命令を出した。この中の条項には、
「本口坑、有木坑、小滝、通洞の外、鷹の巣、渋川、
上流の諸抗等より一切捨石を出すを禁ず」、「現今使
用の石灰自動給装器は不完全なるを以って更に改善
を加ふべし」というように第1回命令をやや具体化し
たにすぎず、工事期間の指示もなく、きわめて手ぬ
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図－２ 渡良瀬川水質検査測定点
るい内容であった。
1897（明治30）年５月27日、東京鉱山監督署長よ
り第３回予防工事命令が出された。これは、第一項
の「本山有木抗及小滝抗抗水は一切之を流出せしめ
ず総て選鉱用に供し生石灰乳の攪拌法を行ひ砂聚器
を通過せしめたる後順次之を沈殿池及濾過池に導く
べし若し抗水の分量不時に増加したるときは生石灰
乳攪拌法を行ひ別に掛樋を設けて直に沈殿池に導く
べし」から第三十七項の「此命令書の事項に異背す
るときは直ちに鉱業を停止すべし」まである。この
命令は第１回、第２回の命令を包括し、足尾全山に
対する抗水、廃水、廃石、からみ、硫黄の処理およ
び護岸砂防工事を厳密に指令したものであった。各
工事毎に竣工期限が命令され、もし遅延するときは
鉱業を停止するという点が注目される。
1901（明治34）年３月、第４回予防工事命令が出
された。脱硫塔ガスの分析器具方法の改良整備等、
脱硫塔操業に関する指令が含まれていたであった。
1902（明治35）年の鉱毒調査委員会は既設の防除
工事の完否を精査し、当局に追加命令の交付を促し
た。これを受けて政府は、翌年７月、京子内堆積場
の排水法の改良等を含む第５回予防工事命令を発し
た。
政治家として足尾銅山問題に取り組んだ人物が田
中正造であった。田中正造の国政への登場は1890（明
治23）年の第一回衆議院議員総選挙に初当選してか
らであった。この年、渡良瀬川の大洪水があり、稲
の立ち枯れ等で社会問題が起きていた。田中正造の
帝国議会での足尾銅山鉱毒問題についての活動は、
1891年から1892年までの前半と1897年から1901年ま
での後半に分かれる。前半の活動は次の通りである
（森長,1982）。田中正造は衆議院で1891（明治24）
年12月、足尾銅山鉱毒問題について政府を追及した。
農商務大臣陸奥宗光の答弁は次の３点からなってい
る。
1.被害の原因は土壌化学的成分と土壌機械的組成
による。2.土壌や流水から水を採集して分析試験中
である。水利土功会の出願により帝国大学医科大学
の丹波敬三教授を出張させ、栃木、群馬の請求によ
り農科大学にも調査させているが終了していない。
3.古河が成しうる予防法を実施させる。ドイツと米
国に注文していた粉鉱採聚器を購入新設し、鉱物が
流出するのを防止する準備中である。この答弁で陸
奥は、ドイツとアメリカに注文しておいた粉鉱採聚
器を鉱害防止用にすりかえた。
1892（明治25）年２月10日付「東京新聞」に鉱山
局長和田維四郎の意見が載っている。日本抗法第10
款３項の「試掘若しくは採掘の事業公益に害あると
きは農商務大臣は既に与えたる許可を取り消すこと
を得」とある。この「公益の害」は、賠償すること
のできない害のことで、足尾銅山より生ずる公利は
被害地の損害より遥かに大きく、この害は損害賠償
によって取り消すことができるという考えであった。
損害賠償の問題は、裁判官の問題であり、行政は関
与しないという考えを示した。自然に放任させるこ
とにより結果的に強者に味方した。日本抗法にも鉱
業条例にも現在の鉱業法（昭和25年）の第六章「鉱
害の賠償」の規定や公害紛争処理法（昭和45年）な
どがなかった時代である。
1892（明治25）年５月、第三議会で田中は質問書
を提出し、同日質問演説をした。被害は沿岸７郡28
か村にまたがること、ほとんど不毛になった田畑は
1600余町歩（1587ha余）に及ぶこと、堤防の芝草は
枯死し、洪水で崩壊の危険にさらされていること、
鉱毒は飲料水に波及し、人民の衛生を害しているこ
とを演説した。丹波、古在らの鑑定結果を引用し、
日本抗法第10款３項を元に政府を追及した。
1892（明治25）年６月10日付答弁書で、陸奥から
代わった河野敏鎌農商務大臣が回答した。河野は足
尾鉱毒が沿岸耕作地被害の一原因であることは認め
た。さらに続けて「此被害タル公共ノ安寧ヲ危殆ナ
ラシムルガ如キ性質ヲ有スルモノニアラザルノミナ
ラズ、且其損害タル足尾銅山ノ鉱業ヲ停止セシムベ
キノ程度ニアラザルヲ以テ鉱業条例十九条ニ拠リ特
許ヲ取消スベキ限ニアラズ」とした。さらに、古河
の粉鉱採聚器設置、沈殿場の建設を評価した。河野
は、既往の損害に対して行政官はなんらの処分する
権限も持たないとも回答した。田中正造はこれに反
発し、同年６月14日に質問書を提出し、「被害の一原
因」とは、ほかに原因があるというのか、「公共の安
寧危殆ならしむる」とはどの程度か、川底に沈殿し
た鉱毒は洪水のたびに掘り起こされて流れるので粉
鉱採聚器の効果はないと主張した。
田中正造は、この質問の後、1897（明治30）年２
月までの約５年間、帝国議会で鉱毒問題の質問を中
断した。1894（明治27）年から1895（明治28）年の
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日清戦争の間、人々の関心はこの戦争に向かってい
た。1897（明治30）年２月の第十帝国議会で、田中
は帝国憲法と鉱業条例19条に基づいて足尾銅山の鉱
業停止を強く要求した。
1897（明治30）年２月の田中の質問演説の２日後、
東京で鉱毒演説会が開かれた。これが新聞に報道さ
れ、有力な識者が鉱毒問題の理解者になった。これ
らの動きが、後に「押出し」と呼ばれる「大挙上京
請願」という大衆運動に結びついた。第1回押出しの
出発日は1897（明治30）年３月２日であった。
田中の質問に対する答弁書の中で、鉱毒による農
地汚染の原因を足尾銅山にあると認めた点だけは新
しかった。その他、洪水を自然現象とし、農民の損
害は示談か訴訟によるしかないなどとして、古河を
かばうものとなった。その後、田中正造は1901（明
治34）年10月、衆議院議員を辞任し、同年12月に天
皇直訴という行動に出た（川名,1989）。
４．考察
足尾鉱山の鉱害の歴史的段階を（表－１）に示す。
それは、1.汚染源発生、2.現象の認知、3.反対運動、4.
現象の科学的解釈、5.対策、6.終息の６段階である。
これらは、ある段階が終了して次の段階へ行くとい
うものではなく、それぞれの段階の初期を並べると、
おおよそこのような順番になることを示している。
各段階が同時並行で進行する時期もある。
1877年の古河家の足尾銅山の経営開始が汚染源の
発生の源流であった。1882年に煙害の発生が認めら
れていた。その後1956年に古河オートクンプ法によ
る製錬が行なわれるまで、鉱害の発生は続いた。1882
年の銅の年間の生産量は後年の年間生産量の最大値
に比べると、50分の１以下であった。それでも煙害
は生じたことは注目に値する。足尾銅山は当時の最
新の技術を導入した。たとえば、コークスの輸入、
さらにその製造、ベセマ製錬法の導入、発電所およ
び電気の利用等をあげることができる。当時の先進
国の技術を効率的に導入した。これらはすべて成功
した。このように最新技術を導入できたのは、当時
の日本に先進国の技術を理解できる人材がいて、ま
た技術導入できるだけの経済力があったと見るべき
であろう。欧州からの技術導入により産業の発展と
いう目的を果たしたが、鉱害については考慮されて
いなかった。この場合の技術は生産拡大の技術で
あって、鉱害防止の技術ではなかった。そのため、
その後生産が増えるほど、鉱害の程度は大きくなっ
ていった。
足尾銅山は1973年に閉山を迎えた。これは国外の
銅山開発の経済的有効性という外的要因によるもの
であった。これで、足尾銅山の問題は全て解決され
たのではなく、その後も森林の荒廃、廃棄物等の環
境問題は残った。
足尾銅山、製錬所が内陸部に存在したことは、鉱
害を時間的にも空間的にも広域化させた。その結果、
鉱害という現象を認知するにあたり、上流、中下流
で時期的な違い、また鉱害の性格に違いを生じさせ
た。上流では煙害、中下流で魚類の被害や、洪水等
の被害をうけた。また松木村のように住民がそこで
生活しなくなり、煙害の程度を認める人も存在しな
くなった例もある。
被害の広域化は、反対運動にも影響を与えた。反
対運動は場所によって、その性格が異なった。渡良
瀬川上流部では、煙害を受けたが、反対運動は下流
に比べて小規模なものになった。下流では、渡良瀬
川の鉱毒問題による鉱害反対運動が起きた。また上
流部でも松木村のように他の地区から分断されて交
渉させられた例もあった。このように鉱害反対運動
がひとつのまとまりにならなかった。被害者の連携
について何らかの問題点を見つけるとしたら、組織
作り困難さがあったのではないかと考える。結果的
に企業にとっては、被害住民を分離して扱うことに
なり有利な立場に立つことができたといえよう。反
対運動は被害住民による上京請願、裁判、和解があっ
た。さらに田中正造による国会を中心とする活動が
あった。
現象の科学的解釈の第一歩は、水質検査のデータ
であった。その解釈について、企業は自身になるべ
く不利にならないように説明しようとした。企業側
は鉱害の原因が自らの側にあることがわかっていて
も、その程度や時期をどのように説明するかについ
て苦心した。科学的解釈の問題というよりもその運
用の問題、つまり政治的な問題に変質した。真理探
究が目的であるはずの学問も、当時は政府を窓口に
して西欧から取り入れられた。学問を専門とする人
はそれなりの地位が与えられた。一部の科学者に
とって、自然科学の領域を越えて、反体制的な行動
を取ることは難しいことであった。
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技術的に鉱毒を除去できなければ、鉱業停止しか
ないという考えもあったが、大勢としては、鉱業活
動を継続しながら何らかの対策をしていくという考
えで進んだ。当時、日本は国家体制の変革直後であ
り、国家の主導で事業が進められていた。製錬され
た銅は日本の工業の素材に使われるのではなく輸出
されて外貨を稼ぎ、それが産業発展の基礎となった。
鉱害に対して対応策がなくても、操業を中断しない
で、国家的事業は継続された。鉱害が発生するのを
承知の上で国家的利益を優先して操業が続けられた。
現実に鉱害による被害が出ていても、有効な対策が
とられなかった。環境対策を第一に考えるのであれ
ば、人材も資金も十分に投入されたであろうが、現
実は逆であった。当時の産業革命先進国も環境に対
する対策で手本となる技術を持っていなかった。
谷中村の遊水地化計画で一応の処置をし、さらに
操業中止で終局を迎える。谷中村の遊水地化計画を
含む渡良瀬川改修計画に対して、渡良瀬遊水地成立
史編纂委員会（2006）は３つの説を紹介している。
一つは、渡良瀬川改修は鉱毒問題を治水にすり替え、
遊水地の建設は鉱毒問題を谷中村に押しつけ、問題
の隠蔽を図ろうとするものである。二つは、鉱毒問
題と治水問題を同時に解決するもので、遊水地の必
要性はその中から現れたとするものである。三つは、
鉱毒問題は洪水氾濫を媒介として被害が拡大すると
いう意味で治水問題であるとする考えである。同委
員会は鉱毒問題と治水は不可分であるとの立場で第
二の説をとっている。一方、荒畑寒村をはじめ、第
一の説の支持者も多い（東海林と菅井,1984）。足尾
鉱山を営業する限り鉱毒は発生し続ける。また営業
終了後も廃棄物は存在し続ける。改修計画は解決と
いう言葉とは遠く、単なる処置、便法に過ぎないと、
ここでは考える。谷中村の遊水地化という現実的な
選択せざるを得なかったのは、足尾鉱山、製錬所が
内陸部に存在したことも一因である。
政府と企業とそれに科学技術者をも巻き込んで日
本の産業革命は進んでいった。このような中でも「押
出し」という大衆運動や田中正造の政治活動があっ
た。足尾銅山の事件は日本の鉱害の先駆的事件で
あった。足尾鉱害問題で大衆の要求は受け入れられ
なかった。しかし、その後の各種の公害問題につい
て影響を与えた。
５．まとめ
本研究から、以下のことが示唆された。
ａ．足尾鉱山の鉱害の歴史的段階として、1.汚染源
発生、2.現象の認知、3.反対運動、4.現象の科学
的解釈、5.対策、6.終息の６段階を設定した。そ
れぞれの段階の始まりの事件を並べると、おおよ
そ、この段階の順に出来事が進行したが、同時並
行で進行する段階もある。
ｂ．日本の産業革命は、西欧に比べると後発であっ
た。そのため蒸気機関だけでなく、電気の技術も
取り入れ、能率的に生産活動を行なった。しかし、
それらに鉱害防止の技術は含まれていなかったた
め、生産増加とともに鉱害は進行した。
ｃ．足尾が内陸部にあるために、鉱害の発生もその
影響を受けた。被害の範囲も広域化し、発生時期、
それに関わる事件等も多様なものとなった。被害
についても、山林被害、農作物被害、河川汚染、
洪水等さまざまな分野に及んだ。内陸にある足尾
銅山の鉱毒に対する現実的な処置として渡良瀬川
の遊水地化の建設が行なわれた。
ｄ．当時の日本は政治体制の変革期後であり、新た
な政策を導入しやすかった。足尾銅山操業もその
一環であり、鉱害が生じても、生産第一の姿勢は
変わらなかった。公害という考えを移入すること
も，煙霧削減のための行動を自ら生み出すことも
なかった。大衆運動は失敗に終わったが、近代日
本の鉱害問題の先駆けとなり、その後に影響を与
えた。
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